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１． 4m盤への地下水流入量評価

陸側遮水壁（海側）の閉合により4m盤への地下水流入量は減少し始めている。
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1.1  建屋への地下水流入量・各くみ上げ量の推移

0

200

400

600

800

12/1 1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1

く
み
上
げ
量
(m

3 /
日
）

4m盤くみ上げ量（ウェルポイント・地下水ドレン）

地下水ドレン ウェルポイント

0

200

400

600

800

12/1 1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1

く
み
上
げ
量
(m

3 /
日
）

サブドレンくみ上げ量

0

200

400

12/1 1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1流
入
量
(m

3 /
日
）

建屋への地下水流入量

注）建屋への流入量は1週間の平均値を表示。また，建屋水位計の校正に伴う補正を実施。
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 建屋への地下水等の流入量の平均値は，200m3/日程度で推移していたが，7月は170m3/日程度となった。

 サブドレンくみ上げ量の平均値は，4,5月は450m3/日程度で，6月に入り降雨が多く510m3/日程度となっていた。6下旬～8月上旬
はサブドレンの整備の影響を受けていた。

 4m盤くみ上げ量の平均値は，フェーズ1開始以降4，5月は350m3/日程度であったが，6月は320m3/日，7月は350m3/日程度と
なっている。

フェーズ1凍結開始（3/31）

平均：445m3/日 473 409 387 447 463 513 439

53.0mm/月 91.5 23.5 21.5 132.5 79.5 173.5 13.0

平均：429m3/日 353 319 267 355 355 321 346

フェーズ2凍結開始（6/6）

平均：175m3/日 176 237 187 207 192 206 165



1.2  4m盤くみ上げ量の推移

3

6.0 

7.5 8.0 
22.5 

30.0 
28.5 

42.5 

9.5 

29.5 28.5 

5.5 
13.5 

28.5 

5.5 

37.5 

20.0 

52.0 

13.0 

0

20

40

60

3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1

降
雨
（
m
m
/
日
）

降雨量（福島第一）

0

200

400

600

3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1

く
み
上
げ
量
(m
3
/
日
）

4m盤くみ上げ量（ウェルポイント・地下水ドレン）

地下水ドレン ウェルポイント

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

3.0

3/1 3/31 4/30 5/30 6/29 7/29 8/28

陸
側
遮
水
壁
海
側
観
測
井
平
均
水
位

（
T
.P
.+
m
）

陸側遮水壁（海側）の海側観測井 平均水位

①上昇期：
約1.6cm/日上昇

②停滞期：約0.2cm/日上昇
③下降期１：
約0.5cm/日低下

④降雨による上昇：
2.0cm/日上昇 ⑤下降期２：

約1.6cm/日低下

70m3/日※1

※2

※1：想定根拠についてはP9参照
※2：地下水ドレン運用と汲み上げ量の推移

については参考資料P14参照
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2． 陸側遮水壁（山側）の状況



2.1  陸側遮水壁（山側）内側の中粒砂岩層における水位分布

中粒砂岩層水位観測井配置図

内側の中粒砂岩層水位の分布

5

陸側遮水壁（山側）内側の中粒砂岩層の南北方向の水位分布を示す。

フェーズ2開始時に比較して，全体的に低下している。

凍結箇所近傍の水位は，未凍結箇所近傍よりも低下する傾向にある。
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未凍結箇所

西側①

未凍結箇所

西側②

未凍結箇所

西側③

未凍結箇所

西側④

未凍結箇所

西側⑤

水位

断面図A‐A'
※ 5月~6月下旬の降雨(6/23~28,累積117.5mm)前で，サブドレン稼働状況を考慮し設定

(6/17~22で停止していたのはSD40のみ，これ以外の期間は複数のサブドレンが停止)

※
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３． 外部専門家からのコメントに対する回答



何をゴールとするのか明確にする必要がある。完全に閉合させることなのか，完全でなく
とも流入量が減れば良いのか。完全に閉合させることが目標であるならば，新たに対策を考
える必要があるのではないか。

7

3.1 外部専門家からのコメントに対する回答

陸側遮水壁の目的は，サブドレンと共に建屋への地下水流入量を減らすことである。この
目的を達成するため，完全閉合を目指しているところ。
第一段階においては，海側の100%の範囲（海水配管トレンチ下部を除く），山側では陸

側遮水壁への地下水流入を見込んでいる未凍結箇所を除く95%※１の範囲で凍結を進めてお
り，現在，海側では99%※2，山側では91%程度※２が凍結している。
陸側遮水壁の閉合に関しては，凍結遅延箇所の補助工法を適切に実施し，完全閉合を目指
す。

陸側遮水壁については，既往の遮水工法と比較し，①遮水能力が高く，地下水の流入抑制
効果が高いこと，②施工期間の短さ，地下埋設物などに対する施工性の高さから，遮水壁を
囲い込む範囲を狭く出来ること，③取り扱う地下水の総量が少なく，地下水位管理が比較的
容易であることなどの理由から凍土方式の遮水工法を採用した。
陸側遮水壁の閉合に関しては，凍結遅延箇所の補助工法を適切に実施し，完全閉合を目指
す。

※１：凍結管を設置したすべての範囲（100%）のうち、陸側遮水壁内への地下水流入を
見込んでいる未凍結箇所（５％）を除いた範囲

※２：凍結管を設置したすべての範囲（100%）に対する割合

完全遮水が難しい場合を想定すると，このあと数十年以上タンクの増設に伴うリスクを低
減するためにも，完全に止水可能な既往技術によるコンクリート等連続遮水壁の計画を進め
るべき。
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参考資料



【参考】4m盤のくみ上げ量：70m3/日の根拠
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 年間平均相当の降雨条件下において，山側からの地下水供給が50%減少後の定常状態を想定。

 降雨を含む10m盤への供給については，サブドレンくみ上げ(410m3/日)および建屋へ流入(130m3/日)を考慮。

 4号機海水配管トレンチ下部を通じて4m盤へ地下水が移動する量を定常状態における陸側遮水壁(海側)の内外水位差よ
り設定(30m3/日)。

 4m盤においては，海側遮水壁の内外水位差より港湾内への移動量を仮定(30m3/日)すると，4m盤では70m3/日程度
のくみ上げが発生すると想定。

地下水流入量
(m3/日)
①

期間平均
降水量
(mm/日)

降雨浸透量
(m3/日)
②

供給量計
(m3/日)
③=①+②

サブドレン
くみ上げ量
(m3/日)④

建屋流入量
(m3/日)
⑤

4m盤くみ
上げ量
(m3/日)⑥

港湾内へ
の移動量
(m3/日)⑦

支出量計
(m3/日)
⑧=Σ④～⑦

フェーズ2
想定
(遮断率50%
の定常状態)

(B)
山側50%遮断
海側100%遮断

430 4.0 210 640 410 130 70 30 640

注）上記の4m盤くみ上げ量の
想定においては、不確定要素
（例：地盤の透水係数のバラツ
キ，海側遮水壁の遮水性 等）
が存在する。上記の水収支は，
それらを“仮定”して算定した
ものである。

実際の4m盤くみ上げ量の評価
では，上記の不確定要素に加え
て，事前に想定できない不確定
要素（例：降雨量）や地下水位
の変動分などを考慮することが
必要となる。
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参考資料１ 4m盤の状況
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前回の報告時よりも全体的に温度が低下している。

温度の低下が遅れていた部位も，補助工法の進捗に伴って温度
低下している。

凍結進展状況 地中温度データ（１号機北側 8/16 7：00時点）

（前回報告）

2016.7.14 7:00ﾃﾞｰﾀ

陸側遮水壁（海側）（A） （B）

補助工法施工範囲

（現状）

2016.8.16 7:00ﾃﾞｰﾀ

陸側遮水壁（海側）（A） （B）

補助工法施工範囲
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前回の報告時よりも全体的に温度が低下している。

温度の低下が遅れていた部位も，補助工法の進捗に伴って温度
低下している。

凍結進展状況 地中温度データ（１，２号機海側 8/16 7：00時点）

（前回報告）

2016.7.14 7:00ﾃﾞｰﾀ

補助工法施工範囲

（現状）

2016.8.16 7:00ﾃﾞｰﾀ

補助工法施工範囲



5

前回の報告時よりも全体的に温度が低下している。

凍結進展状況 地中温度データ（３，４号機海側 8/16 7：00時点）

（前回報告）

2016.7.14 7:00ﾃﾞｰﾀ
（現状）

2016.8.16 7:00ﾃﾞｰﾀ
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前回の報告時よりも全体的に温度が低下している。

温度の低下が遅れていた部位も，補助工法の進捗に伴って温度
低下している。

凍結進展状況 地中温度データ（４号機南側 8/16 7：00時点）

（前回報告）

2016.7.14 7:00ﾃﾞｰﾀ

（C） （D）

（C）

陸側遮水壁（海側） 陸側遮水壁（海側）

補助工法施工範囲

（現状）

2016.8.16 7:00ﾃﾞｰﾀ

（C） （D）

（C）

陸側遮水壁（海側） 陸側遮水壁（海側）

補助工法施工範囲



陸側遮水壁（海側）内外の水位・水頭差（別添資料参照）
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１F降雨 RW28 Co-14

④

降雨(6/23~28)後
周辺SD汲上げにより
RW28低下速度大※4

内外の低下速度の違い

（RW28低下速度大）に
より水位差縮小

3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始

中粒砂岩層④の例

陸側遮水壁

陸側遮水壁（海側）を挟んだ内外の中粒砂岩層の水位差と互層部の水頭差を示す。

上段：水位と水頭の経時変化

下段：水位差と水頭差の経時変化（4～5月：約20日間，6～7月：約30日で区切った平均値を併記）

中粒砂岩層では，内側・外側で水位差が拡大・維持されており，外側の水位は7月下旬以降，フェーズ1
開始後の最低レベルで推移している。

互層部でも，内側・外側で水位差が拡大・維持されており，外側の水頭は7月下旬以降，フェーズ1開始
後の最低レベルで推移している。

上記から，陸側遮水壁（海側）による地下水の遮断が明確になっていると考える。

中粒砂岩層④の例

※ RW28の北側ではサブドレンが稼働しておらず，6/23~28の降雨(累積117.5mm)においては，南側のSD27は設定水位内
で稼働していた。
これにより，RW28では水位上昇は抑制されにくかったが，降雨後のSD27等による水位低下効果により低下速度が大きく
なったと想定される。

水位差グラフ

（下段）の凡例

4/1‐4/20

4/21‐5/10

5/11‐5/31

6/1‐6/30

7/1‐7/31

8/1‐

平均値
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建屋への地下水流入量・各くみ上げ量の推移
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 建屋への地下水等の流入量の平均値は，200m3/日程度で推移していたが，7月は170m3/日程度となった。

 サブドレンくみ上げ量の平均値は，4,5月は450m3/日程度で，6月に入り降雨が多く510m3/日程度となっていた。6下旬～8月上旬
はサブドレンの整備の影響を受けていた。

 4m盤くみ上げ量の平均値は，フェーズ1開始以降4，5月は350m3/日程度であったが，6月は320m3/日，7月は350m3/日程度と
なっている。

フェーズ1凍結開始（3/31）

平均：445m3/日 473 409 387 447 463 513 439

53.0mm/月 91.5 23.5 21.5 132.5 79.5 173.5 13.0

平均：429m3/日 353 319 267 355 355 321 346

フェーズ2凍結開始（6/6）

平均：175m3/日 176 237 187 207 192 206 165



4m盤くみ上げ量の推移
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※1：想定根拠についてはP13参照
※2：地下水ドレン運用と汲み上げ量の推移についてはP14参照
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4m盤への地下水流入状況の変化①

 4m盤のくみ上げ量（地下水ドレン・ウェルポイント）と地下水位の変動から，4m盤への地下水流入量を評価した。

 降雨の多寡によって変動があるが，7月以降，4m盤への地下水流入量はやや減少傾向がみられる。

4m盤への地下水流入量 実績値（日データ）

 【地下水位変動への寄与量】の算定に当たり，地盤空隙率は0.42として評価した。
（算定条件）

フェーズ１開始 フェーズ２開始

4m盤への地下水流入の変化状況評価期間
（2016/4/8～2016/7/31）

4m盤への地下水流入量※ ＝ 地下水ドレン・ウェルポイントのくみ上げ量 ＋ 地下水位変動への寄与量
－ 降雨浸透による地下水涵養量

（算定方法 スライド12参照）

※ 但し，4m盤への地下水流入量の算定に当たっては，現在補助工法を実施中の箇所からの流入分を含む
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4m盤への地下水流入状況の変化②

5日平均 10日平均 14日平均 15日平均 20日平均 30日平均

4/8～5/12 0.152 0.163 0.089 0.055 0.005 0.096

 4m盤への地下水流入の変化状況を確認するため，「1F降水量※1」と「4m盤への地下水流入量※2」の関係に
ついて月ごとに整理した。（但し，互層部から中粒砂岩層への地下水流入があったと考えられる期間(4/1～4/7)については除外）

 降水量と4m盤への地下水流入量の関係は，前回検討会(7月19日)における傾向と変わらず，4～6月に対し，7
月は降雨による流入量の増加が小さくなっており，陸側遮水壁（海側）の閉合に伴い，上流側（10m盤）への
降雨が「4m盤への地下水流入量」に与える影響は小さくなっている。（下図参照）

※1 降水量は，陸側遮水壁(海側)閉合の効果が小さく，4m盤への地下水流入が安定していたと考えられる凍結初期の期間(4/8～
5/12：スライド32参照)において，4m盤への地下水流入量と相関の良い，過去１０日間の平均降水量を選定した。(下表参照)

図 4m盤への流入量と降水量の関係

※2 「4m盤への地下水流入量」は，ウェルポイントくみ上げ量と地下水ドレンくみ上げ量，および4m盤における地下水位変動
への寄与量の合算から降雨浸透量を差し引いた値（スライド12参照[(a)]）

表 4m盤への地下水流入量と期間平均降雨(1F実績)の決定係数
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4m盤の地下水流入量の確認

海側遮水壁→

(b) 降雨浸透による地下水涵養
(気象庁浪江観測所での降水量からの推定値)

(a)4m盤への地下水流入量
(推定値)

←陸側遮水壁（海側）

(d) 地下水ドレンくみ上げ量
(実測値)

(c) ウェルポイントくみ上げ量
(実測値)

(e) 海側遮水壁の透水性を
考慮した系外への水の移動

(推定値)

ウェルポイント↑

地下水ドレン↑

[供給量] [支出量]  
(a) + (b) ＝ (c) + (d) + (e) + (f)

4m盤の浸透率は，フェーシン
グを考慮しフェーズ１開始以
降は10%浸透と仮定
7.5m盤は55%と仮定
（面積）
4m盤：約47,000m2

7.5m盤：約23,000m2

（地盤空隙率は0.42と仮定）

 4m盤の地下水流入量は，下図の地下水収支に示す通り，ウェルポイント・地下水ドレンのくみ上げ量の実績
に地下水位変動への寄与率等を加味し，下式(1)にて算定のうえ，減少傾向を確認していく。

(a)4m盤への地下水流入量(推定値) ＝ (c)ウェルポイントくみ上げ量(実測値)

＋(d)地下水ドレンくみ上げ量(実測値)

＋(e)海側遮水壁の透水性を考慮した系外への水の移動(推定値))

＋(f)地下水位変動への寄与量(実測水位データからの推定値)

－(b)降雨浸透による地下水涵養(気象庁浪江観測所での降水量からの推定値)   ･･･(1)

(f) 地下水位変動への寄与量
(実測水位データからの推定値)

(正が地下水位上昇)

4m盤の地下水収支



4m盤のくみ上げ量：70m3/日の根拠

13

 年間平均相当の降雨条件下において，山側からの地下水供給が50%減少後の定常状態を想定。

 降雨を含む10m盤への供給については，サブドレンくみ上げ(410m3/日)および建屋へ流入(130m3/日)を考慮。

 4号機海水配管トレンチ下部を通じて4m盤へ地下水が移動する量を定常状態における陸側遮水壁(海側)の内外水位差よ
り設定(30m3/日)。

 4m盤においては，海側遮水壁の内外水位差より港湾内への移動量を仮定(30m3/日)すると，4m盤では70m3/日程度
のくみ上げが発生すると想定。

地下水流入量
(m3/日)
①

期間平均
降水量
(mm/日)

降雨浸透量
(m3/日)
②

供給量計
(m3/日)
③=①+②

サブドレン
くみ上げ量
(m3/日)④

建屋流入量
(m3/日)
⑤

4m盤くみ
上げ量
(m3/日)⑥

港湾内へ
の移動量
(m3/日)⑦

支出量計
(m3/日)
⑧=Σ④～⑦

フェーズ2
想定
(遮断率50%
の定常状態)

(B)
山側50%遮断
海側100%遮断

430 4.0 210 640 410 130 70 30 640

注）上記の4m盤くみ上げ量の
想定においては、不確定要素
（例：地盤の透水係数のバラツ
キ，海側遮水壁の遮水性 等）
が存在する。上記の水収支は，
それらを“仮定”して算定した
ものである。

実際の4m盤くみ上げ量の評価
では，上記の不確定要素に加え
て，事前に想定できない不確定
要素（例：降雨量）や地下水位
の変動分などを考慮することが
必要となる。



地下水ドレンの稼働状況とくみ上げ量の推移
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観測井水位低下
→A～C設定水位回復（7/19）

観測井水位上昇
→C設定水位低下（7/22）

観測井水位低下
→C設定水位回復（7/27）

観測井水位上昇
→C設定水位低下（8/5）

観測井Dポンプ試験稼働（7/14～15）
【降雨が多い時期に対応するための準備】

観測井Eポンプ試験稼働
【降雨が多い時期に対応するための準備】
（7/20～21）

ポンドD清掃（観測井Dポンプに切換え）
（8/2～10）

地下水ドレンおよび観測井水位

台風7号による降雨に備え
A・Bの設定水位を低下（8/16）
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参考資料２ 10m盤の状況
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前回の報告時よりも全体的に温度が低下している。

凍結進展状況 地中温度データ（１号機北側 8/16 7：00時点）

（前回報告）

2016.7.14 7:00ﾃﾞｰﾀ

未凍結箇所（北側）

（B） 陸側遮水壁（山側）

陸側遮水壁（山側）

（現状）

2016.8.16 7:00ﾃﾞｰﾀ

未凍結箇所（北側）

（B） 陸側遮水壁（山側）

陸側遮水壁（山側）
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前回の報告時よりも全体的に温度が低下している。

凍結進展状況 地中温度データ（１，２号機山側 8/16 7：00時点）

（前回報告）

2016.7.14 7:00ﾃﾞｰﾀ

未凍結箇所（西側①）

未凍結箇所（西側②） 未凍結箇所（西側③）

（現状）

2016.8.16 7:00ﾃﾞｰﾀ

未凍結箇所（西側①）

未凍結箇所（西側②） 未凍結箇所（西側③）
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前回の報告時よりも全体的に温度が低下している。

補助工法実施箇所についても、引き続き、経過を観察する。

凍結進展状況 地中温度データ（３，４号機山側 8/16 7：00時点）

（前回報告）

2016.7.14 7:00ﾃﾞｰﾀ

未凍結箇所（西側④）

未凍結箇所（西側⑤）

（現状）

2016.8.16 7:00ﾃﾞｰﾀ

未凍結箇所（西側④）

未凍結箇所（西側⑤）

補助工法施工範囲補助工法施工範囲
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前回の報告時よりも全体的に温度が低下している。

凍結進展状況 地中温度データ（４号機南側 8/16 7：00時点）

（前回報告）

2016.7.14 7:00ﾃﾞｰﾀ

未凍結箇所（南側）

（C）陸側遮水壁（山側）

（現状）

2016.8.16 7:00ﾃﾞｰﾀ

未凍結箇所（南側）

（C）陸側遮水壁（山側）



陸側遮水壁（山側）内外の中粒砂岩層における地下水位差
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に伴い水位差縮小

(RW8の上昇がより
大きい)

Co‐4D上昇に伴い
水位差拡大

SD207,208,209停止
(7/13~21)に伴い
RW8,Co‐4D,5D上昇

Co‐5D上昇に伴い
水位差拡大

SD45,51,210,211,212,213
停止(7/27~8/4)に伴い
Ci‐3,Co‐6D,RW16,Co‐7D上昇

Co‐6D,RW16,Co7D上昇
に伴い水位差縮小

(RW16の上昇がより
大きい)
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SD203,204,8,9
ポンプ交換・配管洗浄

(7/27~8/9)後，再稼働
に伴いRW5低下

RW5低下に伴い
水位差拡大

中粒砂岩層水位観測井配置図

中粒砂岩層水位の経時変化（上段：水位の経時変化，下段：水位差の経時変化）

陸側遮水壁（山側）を挟んだ内外の中粒砂岩層の水位差と互層部の水頭差を示す。
上段：水位と水頭の経時変化
下段：水位差と水頭差の経時変化（6/7～6/30，7/1～7/31で区切った平均値を併記）

なお，外側の水位・水頭については，エリア毎，2つの観測井の測定データの平均値とした。
中粒砂岩層では，内側・外側で水位差が拡大する兆候が見え始めている。

水位差グラフ

（下段）の凡例

4/1‐6/6

6/7‐6/30

7/1‐7/31

8/1‐

平均値



陸側遮水壁（山側）内側の中粒砂岩層における水位分布

中粒砂岩層水位観測井配置図

内側の中粒砂岩層水位の分布
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陸側遮水壁（山側）内側の中粒砂岩層の南北方向の水位分布を示す。

フェーズ2開始時に比較して，全体的に低下している。

凍結箇所近傍の水位は，未凍結箇所近傍よりも低下する傾向にある。
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西側②
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西側③
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西側④

未凍結箇所

西側⑤

水位

断面図A‐A'
※ 5月~6月下旬の降雨(6/23~28,累積117.5mm)前で，サブドレン稼働状況を考慮し設定

(6/17~22で停止していたのはSD40のみ，これ以外の期間は複数のサブドレンが停止)

※



陸側遮水壁（山側）内外の互層部における水頭差
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互層部水頭観測井配置図

互層部でも，内側・外側で水頭差が拡大する兆候が見え始めている。

互層部水頭の経時変化（上段：水頭の経時変化，下段：水頭差の経時変化）水頭差グラフ

（下段）の凡例

4/1‐6/6

6/7‐6/30

7/1‐7/31

8/1‐

平均値



陸側遮水壁（山側）内側の互層部における水頭分布

互層部水頭観測井配置図

内側の互層部水頭の分布
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陸側遮水壁（山側）内側の互層部の南北方向の水頭分布を示す。

フェーズ2開始時に比較して，全体的に低下しており，北側ではその傾向が顕著である。

凍結箇所近傍の水頭は，未凍結箇所近傍よりも低くなると想定されるが，現状，その傾向は明瞭でない。

5.5

6.5

7.5

8.5

9.5

10.5

11.5

5.5

6.5

7.5

8.5

9.5

10.5

11.5

‐250 ‐200 ‐150 ‐100 ‐50 0 50 100 150 200 250

水
位
(T
.P
.m

)

水
位
(T
.P
.m

)

6/17~6/22平均(フェーズ2開始時)

8/8~8/14平均

Gi‐4 Gi‐6 Gi‐8 Gi‐10 Gi‐11Gi‐3 Gi‐5 Gi‐7 Gi‐9

未凍結箇所

西側①

未凍結箇所

西側②

未凍結箇所

西側③

未凍結箇所

西側④

未凍結箇所

西側⑤

水頭

断面図A‐A'



24

10m盤への地下水流入状況の変化①

地下水収支に基づき，建屋周辺への山側からの地下水流入量を算定した。

現時点では，降雨影響により変動が大きいもののフェーズ２開始以降，若干の低下傾向が確認できる。

山側からの地下水流入量の変化（日評価）

 【D：陸側遮水壁閉合範囲外（深部地盤等への移動量）】については，閉合範囲外への移動がある(支出が増える)とす
ると，結果として【F：山側からの地下水流入量の算定】を大きくする方向となるため，今回はゼロと仮定した。

 【E2：地下水位変動への寄与量】の算定に当たり，地盤空隙率は0.42として評価した。

（算定条件）

2015/11/6～2016/1/7※

フェーズ1開始 フェーズ2開始

※
この期間の1Fでの降
水量は，3mm/日であ
る。山からの地下水流
入量は，840m3/日と
推定される。

山側からの地下水流入量＝サブドレンくみ上げ量 ＋ 建屋流入量 ＋ 4m盤への地下水流入量※ ＋ 地下水変動への寄与量
－ 降雨浸透による地下水涵養量

（算定方法 スライド26参照）

※ 但し，4m盤への地下水流入量の算定に当たっては，現在補助工法を実施中の箇所からの流入分を含む

山側からの地下水流入の変化状況評価期間
（2016/4/8～2016/7/31）

840m3/日
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10m盤への地下水流入状況の変化②

5日平均 10日平均 14日平均 15日平均 20日平均 30日平均

4/8～6/5 0.014 0.206 0.124 0.104 0.053 0.150

 10m盤への地下水流入の変化状況を確認するため，「降水量※1」と「山側からの地下水流入量※2」の関係につ
いて月ごとに整理した。（但し，互層部から中粒砂岩層への地下水流入があったと考えられる期間(4/1～4/7)については除外）

 降水量と4m盤への地下水流入量の関係は，4～6月に対し，7月は降雨による流入量の増加が小さくなってお

り，陸側遮水壁（山側）の凍結進展に伴い，陸側遮水壁(山側)の上流側への降雨が「山側からの地下水流入量」

に与える影響は小さくなっている。（下図参照）

※1 降水量は，互層からの地下水の供給があった凍結初期の期間を除いたフェーズ1の期間(4/8～6/5)において，10m盤への地下
水流入量と相関の良い，過去10日間の平均降水量を選定した。(下表参照)

図 4m盤への流入量と降水量の関係

※2 「山側からの地下水流入量」は，サブドレンくみ上げ量と建屋流入量，および10m盤における地下水位変動への寄与量の合
算から降雨浸透量を差し引いた値（スライド26参照[(F)]）

表 10m盤への地下水流入量と期間平均降雨の決定係数
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海側遮水壁↓

（式：地下水収支）

【D】陸側遮水壁閉合範囲外（深部地盤等）への移動量
（今回はゼロと仮定）

潮位：O.P.+1.5m

【B】建屋流入量
（実測値から
の推定値）

【F】山側からの
地下水流入量
（算定値）

【C】陸側遮水壁(海側)通過流量
（4m盤のくみ上げ量などから算定）
（実測値からの推定値）

↓ 陸側遮水壁（海側）
↓ 陸側遮水壁（山側）

【A】サブドレンくみ上げ量
（実測値）

フェーシング

【E2】地下水位変動への寄与量
（実測値からの推定値）

【供給】 【支出】
F  +  E1 =  A  +  B  +  C  +  D  +  E2

 建屋周りにおける地下水収支の各項目は下式および下図により算定した。

地盤空隙率：0.12～0.42

【E1】降雨浸透による地下水涵養量
（実測値からの推定値）

地下水位変動への寄与量は，
水位上昇を正，水位低下を
負としている

建屋周りの地下水収支項目の算定方法案



補足資料1 陸側遮水壁の凍結進展状況
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凍結進展状況（海側）
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 海側の地中温度計測点における0℃以下の比率の推移を下図に示す。
 8/16時点で，地中温度計測点の約99%が0℃以下となっている。

海側の地中温度計測点における0℃以下の比率の推移



凍結進展状況（山側）
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 山側の地中温度計測点における0℃以下の比率の推移を下図に示す。
 8/16時点で，地中温度計測点の約91%が0℃以下となっている。

山側の地中温度計測点における0℃以下の比率の推移

フェーズ2凍結開始



補足資料2 陸側遮水壁（海側）の内外水位・水頭の変化
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陸側遮水壁（海側）外側の水位は約20～40cmの低下が確認される。

陸側遮水壁（海側）の外側（下流側）の水位変動評価結果

▲約30cm
▲約20~30cm

▲約30~40cm
▲約30~40cm

▲約20cm ▲約30cm

▲約30~40cm

陸側遮水壁
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約20~30cm低下

約30~40cm低下

約20cm低下 約30cm低下
約30～40cm低下

約30cm低下

※黒破線：7/1~8/14データを使用した回帰線

約30~40cm低下



陸側遮水壁(海側)の下流側観測井における地下水位変動
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陸側遮水壁（海側）の海側観測井 平均水位

 陸側遮水壁(海側)の下流側観測井における平均水位について，フェーズ１凍結開始以降の挙動を整理した。
 上流からの地下水流入および凍結初期における互層からの地下水流入，降雨浸透による涵養，4m盤でのく
み上げにより，陸側遮水壁（海側）近傍の地下水位は変動している。

【陸側遮水壁（海側）下流側観測井位置図】

：使用観測井（陸側遮水壁（海側）下流側中粒砂岩層）

【陸側遮水壁（海側）下流側の観測井平均水位】

①上昇期：約1.6cm/日上昇 ②停滞期：約0.2cm/日上昇

③下降期１：約0.5cm/日低下

④降雨による上昇：2.0cm/日上昇

（2016.8.9時点）

【A-A断面図】

A

A

陸側遮水壁海側観測井
の水位変動
（グラフは左図観測井
の平均値）

⑤下降期２：
約1.6cm/日低下



補足資料3 サブドレン稼働状況とくみ上げ量の推移
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中継タンク系統と各くみ上げ量の推移
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 陸側遮水壁（海側）の閉合の影響を受けて，
建屋海側サブドレン（No.1・5系統）のく
み上げ量が増加するものと想定される。

 今後，陸側遮水壁（山側）の閉合の影響によ
り，サブドレンくみ上げ量は全体的に減少す
るものと想定される。

 上記を踏まえ，系統のくみ上げ量について降
雨影響を考慮した分析を実施し，次頁以降に
示す。

 なお，評価期間はサブドレン稼働下限水位の
設定がT.P.+2.5～3mとなっている1月14日
以降とし，メンテナンス等で系統が一時停止
している期間は除外（ただし少数のピットの
短期間停止は含む）して評価した。

▽フェーズ1開始3/31

各系統ともに，点検・清掃のために随時ピットあるいは系統全体を停止させている。

▽フェーズ2開始6/6
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サブドレンNo.1中継タンク系統くみ上げ量の分析
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フェーズ1
凍結運転開始3/31

 くみ上げ量と降雨量の相関を分析し，最も決定係数の大きい
前日までの5日降雨量で評価した。

 凍結運転開始（3/31）以降，くみ上げ量が増加していたが
，更に，最近，くみ上げ量が増えている状況が確認出来る。

 この現象から，凍結運転開始後当初の中粒砂岩層の水位上昇
によってくみ上げ量が多い状況が継続していたが，更に，陸
側遮水壁（海側）の遮水性発現によりくみ上げ量が増加した
と考えられる。
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フェーズ2
凍結運転開始6/6

1日 2日 3日 5日 7日 10日 15日 20日 25日 30日 40日 50日 60日
No.1系統 0.426 0.484 0.514 0.536 0.488 0.398 0.334 0.218 0.162 0.159 0.153 0.061 0.046

前日までの降雨量を用いた系統毎のサブドレンくみ上げ量の回帰（線形）に関する決定係数
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サブドレンNo.2中継タンク系統くみ上げ量の分析
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 くみ上げ量と降雨量の相関を分析し，最も決定係数の大き
い前日までの30日降雨量で評価した

 凍結運転開始（3/31）後，しばらくの間はくみ上げ量が変
化しない状況が続いていたが，5月，6月，7月と徐々にく
み上げ量が低減している状況が見られる。
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フェーズ1
凍結運転開始3/31

フェーズ2
凍結運転開始6/6

1日 2日 3日 5日 7日 10日 15日 20日 25日 30日 40日 50日 60日
No.2系統 0.022 0.058 0.081 0.154 0.176 0.203 0.206 0.407 0.540 0.644 0.446 0.335 0.249

前日までの降雨量を用いた系統毎のサブドレンくみ上げ量の回帰（線形）に関する決定係数

No.8，9のポンプ交換後の稼働で一時的に
くみ上げ量が増加した。
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サブドレンNo.3中継タンク系統くみ上げ量の分析
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 くみ上げ量と降雨量の相関を分析し，最も決定係数の大
きい前日までの15日降雨量で評価した

 凍結運転開始（3/31）以降，くみ上げ量が増加している
状況が確認出来る。

 5・6月よりも7月は若干低下傾向に見える。
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フェーズ1
凍結運転開始3/31

フェーズ2
凍結運転開始6/6

1日 2日 3日 5日 7日 10日 15日 20日 25日 30日 40日 50日 60日
No.3系統 0.057 0.101 0.119 0.187 0.192 0.210 0.271 0.188 0.088 0.136 0.044 0.002 0.014

前日までの降雨量を用いた系統毎のサブドレンくみ上げ量の回帰（線形）に関する決定係数
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サブドレンNo.4中継タンク系統のくみ上げ量
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No.4系統は，凍結開始前の期間で，点検・清掃やく

み上げ量調整などの影響を受けており，評価に十分な

安定状態のデータが無いため，他の系統と同様な分析

は実施できない。
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フェーズ1
凍結運転開始3/31

フェーズ2
凍結運転開始6/6
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サブドレンNo.5中継タンク系統くみ上げ量の分析
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 くみ上げ量と降雨量の相関を分析し，最も決定係数の大
きい前日までの30日降雨量で評価した

 陸側遮水壁（海側）の凍結により， 5・6月は増加して
いた。

 その後，陸側遮水壁（山側）の凍結により，7月以降減
少傾向が見える。
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フェーズ1
凍結運転開始3/31

フェーズ2
凍結運転開始6/6

1日 2日 3日 5日 7日 10日 15日 20日 25日 30日 40日 50日 60日
No.5系統 0.069 0.155 0.223 0.293 0.311 0.306 0.346 0.333 0.368 0.450 0.264 0.021 0.038

前日までの降雨量を用いた系統毎のサブドレンくみ上げ量の回帰（線形）に関する決定係数
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補足資料4 第一段階から第二段階への移行関連
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 陸側遮水壁山側の閉合については，遮水壁閉合に伴う地下水位の急激な変化を回避する観点
から，第一段階から第三段階へ段階的に閉合を進めていく。
第一段階：海側全面閉合＋山側部分閉合する段階 ・・・閉合率 95％以下
第二段階：第一段階と第三段階の間の段階 ・・・閉合率100%未満
第三段階：完全閉合する段階 ・・・閉合率100%

時間

閉合率陸側遮水壁内側への
地下水供給量

フェーズ２
凍結開始

第二段階
凍結開始

第一段階
（フェーズ１） 第二段階 第三段階

第三段階
凍結開始

100%

陸側遮水壁内側
への地下水供給量

閉合率

次段階への
移行判断

山側からの地下水流入

降雨浸透による地下水涵養
深部地盤からの移動など

第一段階
（フェーズ２）

次段階への
移行判断

段階的な閉合の考え方
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閉合率の考え方

・陸側遮水壁（山側）の閉合を進めることによる山側からの地下水流入の減少量が，閉合を
進める前のサブドレンくみ上げ量より少なければ，サブドレン稼働の調整により建屋内外
水位の逆転を生じない運用が可能である。そこで，第二段階の閉合に伴う山側からの地下
水流入量が減少しても，サブドレンくみ上げ量が無くならないよう（Ａ＞０），次頁の評
価を基に閉合率を定める。

∆F ＜ Ａ A ：閉合を進めた後のサブドレンくみ上げ量（m3/day）Ａ＞０

監視・評価検討会
（第43回）再掲



43

閉合率の算定方法

・閉合を進める前後での山側からの地下水流入量の差分（ΔＦ）は，第一・第二段階の地下水収支の関
係から表中(3)で表され，サブドレンくみ上げ量Ａと降雨による涵養量Ｅ１の２つの量の変化から評
価できる。Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ２については，閉合を進めても変化しないとして評価をした。※

・第二段階において，サブドレンくみ上げ量が維持（ A２ ＞０ ）されるための陸側遮水壁内側への地
下水供給の条件は，上表(3)式より， 下式①で表される。ここで，ΔＥ１＝Ｅ1１－Ｅ1２である。
これより，「地下水流入量の差分（ΔＦ）」を，「第一段階でのサブドレンくみ上げ量（Ａ１）」か
ら「降雨による涵養量の差分（ΔＥ１）」を差し引いた量よりも少なくすれば良いことが分かる。

Ａ２＝Ａ１－ΔＥ１－ΔＦ＞０ ・・・上表(3)式より

ΔF ＜ A１－ΔE１ ・・・①

・上記ΔＦに基づく閉合率は次式で表される。

第二段階の閉合率＝９５％＋５％ｘ（ΔＦ／Ｆ１） ・・・②

・以上の算定方法に基づき閉合率を試算した例を次頁に示す。

※Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ2は，閉合が進み陸側遮水壁内側の地下水位が低下するとともに減少傾向になると考えられる。第一・第二段階で変化しな
いと仮定することでΔＦの評価上安全側になると考えられる。

地下水収支

(1)第一段階（実績） F１＋E１１＝A１＋B１＋C１＋D１＋Ｅ２１

(2)第二段階（想定） F２＋E１２＝A２＋B２＋C２＋D２＋Ｅ２２

(3)差分 ΔＦ＝（F１－F２）＝（A１－A２）－（E１１－E１２）

【Ａ】 サブドレンくみ上げ量
【Ｂ】 建屋流入量
【Ｃ】 4m盤への地下水移動量
【Ｄ】 陸側遮水壁閉合範囲外

（深部地盤等）への移動量
【Ｅ１】降雨浸透による地下水涵養量
【Ｅ２】地下水位変動への寄与量
【Ｆ】 山側からの地下水流入量

監視・評価検討会
（第43回）再掲
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第44回 特定原子力施設監視・評価検討会 資料１（37頁）の差し替えについての新旧対照表

旧 新

・新旧対照表については以下のとおり

赤字：変更箇所

（変更理由）
・E１1の降雨涵養量については，「旧」では陸側遮水壁山側～海側遮水壁間を降雨面積としていたが，第二段階の
建屋周辺の閉合範囲を考慮し，陸側遮水壁山側～陸側遮水壁海側間を降雨面積とした。
・D１の系外への移動量については，閉合範囲外への移動がある（支出が増える）とすると，結果としてＦ１
（山側からの地下水流入量）を大きくする方向となるため、今回はゼロとした。
・その他，E１1の値の変更に伴い関連する数値等を見直した。



前回報告時に凍結進展が遅かった箇所において，補助工法として注入を実施している。

1次注入実施後温度が低下している箇所が確認出来る。温度低下が見られない箇所には，2
次（必要に応じ3次以降）の注入を実施していく。

陸側遮水壁（山側）についても，必要に応じて，注入を実施していく。

補助工法は，透水性が局所的に高い箇所を周辺地盤と同等程度に低下させるものであり，凍
土方式と異なる壁を構築するものではない。
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補足資料5 補助工法の進捗と温度低下状況



補助工法による凍結促進
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■目的
• 地下水流速が速いため温度低下が遅れている箇所の凍結を促進するため，当該箇所の透水性を
周辺地盤と同等程度に低下させて，地下水流速を遅くする。

■施工手順
• 凍結が遅れている箇所近傍の地盤に，注入材を注入し透水性を低下させる。（下図②）
• 凍結範囲の拡大に伴い，徐々に測温管や地下水位計で効果が確認される。（下図②～③）
• 1回の注入で温度低下が顕著に見られない場合には，2次注入を実施する。
以降も温度低下を確認しながら施工を続ける。（下図④）

①当初：透水性が高く，地
下水の流れが集中する箇所
で凍結が遅れている

②注入：地下水流速が速
い箇所の空隙に注入材を
注入し，地盤の透水性を
低下させ，地下水流速を
遅くする

③凍結促進：地下水流速
が遅くなることで凍結し
やすくなり，凍結範囲が
拡大し，徐々に測温管で
効果が確認される

④温度低下が顕著に見ら
れない場合は，2次注入
を実施する

凍結管 補助工法注入孔 凍結範囲地下水の流れ 注入材浸透範囲測温管

温度低下が顕著に見られない



補助工法施工箇所

47

補助工法（海側）の施工箇所は下図のとおりである。

#1T/B

#1R/B

#2T/B

#2R/B

#3T/B

#3R/B

#4T/B

#4R/B

未凍結箇所（山側）

Ｎ

西側① 西側② 西側③ 西側④

南側
北側

陸側遮水壁（海側）

陸側遮水壁（山側）

施工箇所

補助工法施工箇所

施工箇所

施工箇所

施工箇所

※補助工法の施工範囲

西側⑤
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• 施工中の削孔水などにより，一時的に地中温度が上昇したが，その後は温度の低下が
進展している。

○1号機北側 施工範囲付近の温度経時変化（1/2）

補助工法施工範囲

13
0-

1S

T.P.-1.5
T.P.+1.5

T.P.-4.5

T.P.-13.5

T.P.-7.5
T.P.-10.5

T.P.-16.5

孔口T.P.3.3

補助工法施工状況（海側 1/8） 2016年8月16日時点

補助工法実施



補助工法実施 補助工法実施

49

補助工法施工状況（海側 2/8） 2016年8月16日時点

○1号機北側 施工範囲付近の温度経時変化（2/2）

• 施工中の削孔水などにより，一時的に地中温度が上昇したが，その後は温度の低下が徐々
に進展しているものの，現在二次注入を実施中。引き続き，経過を観察する。

補助工法施工範囲

12
0-

1S

T.P.-1.5
T.P.+1.5

T.P.-4.5

T.P.-13.5

T.P.-7.5
T.P.-10.5

T.P.-16.5

孔口T.P.3.3
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補助工法施工状況（海側 3/8） 2016年8月16日時点

○4号機南側 施工範囲付近の温度経時変化（1/2）

補助工法施工範囲

T.P.-1.5

T.P.+4.5
T.P.+1.5

T.P.-4.5

T.P.-13.5

T.P.-7.5
T.P.-10.5

T.P.-16.5

30
-9

S

孔口T.P.8.4

補助工法実施

• 施工中の削孔水などにより，一時的に地中温度が上昇したが，その後は温度の低下が
進展している。
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補助工法施工状況（海側 4/8） 2016年8月16日時点

○4号機南側 施工範囲付近の温度経時変化（2/2）

補助工法施工範囲

T.P.-1.5

T.P.+4.5
T.P.+1.5

T.P.-4.5

T.P.-13.5

T.P.-7.5
T.P.-10.5

T.P.-16.5

70
-9

S

孔口T.P.8.1

補助工法実施 補助工法実施

• 施工中の削孔水などにより，一時的に地中温度が上昇したが，その後は温度の低下が徐々
に進展しているものの，現在二次注入を実施中。引き続き，経過を観察する。
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補助工法施工状況（海側 5/8） 2016年8月16日時点

• 施工中の削孔水などにより，一時的に地中温度が上昇したが，その後は温度の低下が徐
々に進展しているものの，現在二次注入を実施中。引き続き，経過を観察する。

○1,2号機東側 施工範囲付近の温度経時変化（1/4）

T.P.-1.5

T.P.+4.5
T.P.+1.5

T.P.-4.5

T.P.-13.5

T.P.-7.5
T.P.-10.5

T.P.+7.5

補助工法施工範囲

30
-1

3S

孔口T.P.8.1

補助工法実施 補助工法実施
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補助工法施工状況（海側 6/8） 2016年8月16日時点

○1,2号機東側 施工範囲付近の温度経時変化（2/4）

補助工法施工範囲

50
-1

3S

T.P.-1.5

T.P.+4.5
T.P.+1.5

T.P.-4.5

T.P.-13.5

T.P.-7.5
T.P.-10.5

T.P.+7.5
孔口T.P.8.1

補助工法実施

• 施工中の削孔水などにより，一時的に地中温度が上昇したが，その後は温度の低下が
進展している。
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補助工法施工状況（海側 7/8） 2016年8月16日時点

○1,2号機東側 施工範囲付近の温度経時変化（3/4）

T.P.-1.5

T.P.+4.5
T.P.+1.5

T.P.-4.5

T.P.-13.5

T.P.-7.5
T.P.-10.5

T.P.+7.5

補助工法施工範囲

孔口T.P.8.1

90
-1

3S

補助工法実施

• 施工中の削孔水などにより，一時的に地中温度が上昇したが，その後は温度の低下が
進展している。引き続き，経過を観察する。
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補助工法施工状況（海側 8/8） 2016年8月16日時点

○1,2号機東側 施工範囲付近の温度経時変化（4/4）

T.P.-1.5

T.P.+4.5
T.P.+1.5

T.P.-4.5

T.P.-13.5

T.P.-7.5
T.P.-10.5

T.P.+7.5

補助工法施工範囲

17
0-

12
S

孔口T.P.7.6

補助工法実施

• 施工中の削孔水などにより，一時的に地中温度が上昇したが，その後は温度の低下が
進展している。



山側補助工法計画（案）

56

：未凍結箇所
：補助工法対象箇所(案)

 山側での温度状況等から，補助工法対
象箇所を選定し，8月10日から順次
実施中。

 なお，上記計画については，温度状況
等を踏まえ，必要に応じて，見直して
いく。

地中温度分布図（3,4号機山側）
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補助工法施工状況（山側） 2016年8月16日時点

○3,4号機山側 施工範囲付近の温度経時変化

T.P.-1.5

T.P.+4.5
T.P.+1.5

T.P.-4.5

T.P.-13.5

T.P.-7.5
T.P.-10.5

T.P.+7.5

補助工法施工範囲

60
-6

S

孔口T.P.8.8

• 施工中の削孔水などにより，一時的に地中温度が上昇したが，その後は温度の低下が
進展している。引き続き，経過を観察する。

補助工法実施
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補足資料6 その他



地下水ドレン稼働水位の低下について（例；1号機海側）

59

地下水ドレンの稼働水位は，地下水位が上昇し，海側遮水壁から越流することを防止するために，降雨時
には稼働水位を低下させることで，周辺水位を維持している。

300m3/日程度

SD201

No.0-1：OP4m盤
地下水ドレンA

SD2

Co-15：OP10m盤海側

OP3.9m：SD設定L値

200m3/日程度

RW30

250m3/日程度
150～180m3/日程度
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サブドレン水位変動（１号機）
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2.5
3.0
3.5
4.0
4.5
5.0
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6.0
6.5
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8.5
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位
(O
.P
.)[
m
]

水
位
(T
.P
.)[
m
]

1号機周り

1 2 201(N1) 202(N2) 203(N3) 8
9 204(N4) 205(N5) 206(N6) #1 T/B #1 R/B

0
10
20
30
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25 4/
1
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15
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22
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29 5/
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20
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27 6/
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15
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29 8/
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26

降
水
量

[m
m
/時

]

降水量

※T.P.と震災前のO.P.は地点や測量時期により，概ね1.4～1.5mの補正が必要であり，目安として記載しているもの。
※サブドレン水位は毎時データ（実線が24時間自動運転のピット）
※4/15～4/19 浪江の気象庁降雨データ欠測のため，富岡の降雨データを使用

T.P.2.5mで稼働

12

8

9

20３

201

202

205 206

1号機 T/B

1号機
R/B

20４

 陸側遮水壁（海側）閉合の影響を受けて，稼働していなかったNo.2サブドレンは，6月末の多雨以降，海
側遮水壁閉合以降の最高水位よりも高い水位で維持していた。そのため，7/12より稼働を開始している。

 サブドレン水位は，1号機建屋内よりも高い状態で維持されている。

No.2サブドレン
最高水位（海側遮水壁閉合以降）
T.P.+3.0

▽陸側遮水壁（海側）
凍結運転開始3/31

▽陸側遮水壁（山側）
凍結運転開始6/6
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サブドレン水位変動（２号機）
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降水量

25

207 208

2号機 T/B

2号機
R/B

2627

23

19

20

21

22

18

24

T.P.2.5mで稼働

※T.P.と震災前のO.P.は地点や測量時期により，概ね1.4～1.5mの補正が必要であり，目安として記載しているもの。
※サブドレン水位は毎時データ（実線が24時間自動運転のピット）
※4/15～4/19 浪江の気象庁降雨データ欠測のため，富岡の降雨データを使用

 2号機周りにおいて，陸側遮水壁（海・山側）の凍結運転開始に伴う水位変動の特徴は，明確に表れてい
ない。

 サブドレン水位は，2号機建屋内よりも高い状態で維持されている。

▽陸側遮水壁（海側）
凍結運転開始3/31

▽陸側遮水壁（山側）
凍結運転開始6/6
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サブドレン水位変動（３号機）
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T.P.2.5mで稼働

※T.P.と震災前のO.P.は地点や測量時期により，概ね1.4～1.5mの補正が必要であり，目安として記載しているもの。
※サブドレン水位は毎時データ（実線が24時間自動運転のピット）
※4/15～4/19 浪江の気象庁降雨データ欠測のため，富岡の降雨データを使用

 3号機周りにおいて，陸側遮水壁（海・山側）の凍結運転開始に伴う水位変動の特徴は，明確に表れてい
ない。

 サブドレン水位は，3号機建屋内よりも高い状態で維持されている。

▽陸側遮水壁（海側）
凍結運転開始3/31

▽陸側遮水壁（山側）
凍結運転開始6/6
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サブドレン水位変動（４号機）
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T.P.2.5mで稼働

※T.P.と震災前のO.P.は地点や測量時期により，概ね1.4～1.5mの補正が必要であり，目安として記載しているもの。
※サブドレン水位は毎時データ（実線が24時間自動運転のピット）
※4/15～4/19 浪江の気象庁降雨データ欠測のため，富岡の降雨データを使用

▽陸側遮水壁（海側）
凍結運転開始3/31

▽陸側遮水壁（山側）
凍結運転開始6/6

 4号機周りにおいて，陸側遮水壁（海・山側）の凍結運転開始に伴う水位変動の特徴は，明確に表れてい
ない。

 サブドレン水位は，4号機建屋内よりも高い状態で維持されている。
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陸側遮水壁（海側）　中粒砂岩層　内／外水位差

陸側遮水壁（海側）　中粒砂岩層・互層部　内／外水位・水頭差
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⑦
#4海水配管トレンチ
非凍結部近傍
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#4海水配管トレンチ
非凍結部近傍

⑨
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3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始

※1  6/23~28の降雨(累積117.5mm)においてSD201,202の水位が設定水位を超えた稼働状態となった。
これにより，RW1,31の水位が（SD201,202が設定水位内で稼働している場合に比べて）上昇したと想定される。
その後，降雨の影響が薄れ，SD201,202の水位が設定水位に戻ったことに伴い低下したと想定される。

※2 RW24は南北にサブドレン（SD31,59）が配置されており，6/23~28の降雨(累積117.5mm)において，いずれも設定水位内
で稼働していた。

これにより，RW26の水位上昇が抑制されたと想定される。
※3 RW26は南北にサブドレン（SD32,33）が配置されており，6/23~28の降雨(累積117.5mm)において，いずれも設定水位内
で稼働していた。

これにより，RW26の水位上昇が抑制されたと想定される。
また，降雨後においても，上記サブドレンは設定水位内で稼働していたが，山側からの地下水が2/3号機建屋間より供給
され，水位低下速度が小さくなったと想定される。

※4 RW28の北側ではサブドレンが稼働しておらず，6/23~28の降雨(累積117.5mm)においては，南側のSD27は設定水位内
で稼働していた。

これにより，RW28では水位上昇は抑制されにくかったが，降雨後はSD27等による水位低下効果により低下速度が大き
くなったと想定される。

SD201,202停止
(5/12~17)に伴い
RW1上昇

RW1上昇に伴い
水位差縮小

#1海水配管トレンチ近傍の
互層部水頭低下（4/11~22,
互層部との連通）に伴い

RW30低下

RW30低下に伴い
水位差縮小

降雨(6/23~28)時
周辺SD汲上げにより
RW24上昇抑制※2

RW24上昇抑制に伴い
水位差縮小

SD59停止(6/29~7/8)
に伴いRW23上昇

RW23上昇に伴い
水位差拡大

RW21上昇に
伴い水位差拡大

SD56停止(6/29~7/8)
に伴いRW21上昇

RW1上昇に伴い
水位差縮小→回復

降雨時(6/23~28)SD201,
202設定水位超過に伴い
RW31上昇→低下※1

SD201,202停止
(5/12~17)に伴い
RW31上昇

RW31上昇に伴い
水位差縮小

降雨(6/23~28)後
周辺SD汲上げにより
RW28低下速度大※4

内外の低下速度の違い

（RW28低下速度大）に
より水位差縮小

SD55停止(4/25~27,5/9~24,6/7~11,
6/29~7/12)に伴いCo-9上昇

Co-9上昇に伴い水位差拡大

降雨(6/23~28)時
周辺SD汲上げによりRW26上昇抑制
→降雨後#2/3建屋間からの地下
水供給によりRW26低下速度小※3

RW26上昇抑制に伴い水位差縮小
→内外の低下速度の違い（RW26
低下速度小）により水位差回復

SD201流量調整
(7/26)に伴い
RW31低下

RW31低下に
伴い水位差拡大

3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始 3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始 3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始 3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始

3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始 3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始 3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始

3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始

水位差グラフ

（下段）の凡例

4/1-4/20
4/21-5/10
5/11-5/31
6/1-6/30
7/1-7/31
8/1-
平均値

SD203,204,8,9
ポンプ交換・配管洗浄

(7/27~8/9)後，再稼働
に伴いRW1低下

RW1低下に伴い
水位差拡大

RW1上昇に伴い
水位差縮小→回復

降雨時(6/23~28)SD201,
202設定水位超過に伴い
RW1上昇→低下※1

SD203,204,8,9
ポンプ交換・配管洗浄

(7/27~8/9)後，再稼働
に伴いRW31低下

RW31低下に伴い
水位差拡大

2016/8/14更新

特定原子力施設監視・評価検討会（第4５回）
資料４－２ 別添

t1225648
四角形
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陸側遮水壁（海側）　互層部　内／外水頭差
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③
#1海水配管トレンチ
非凍結部近傍

⑤

#2海水配管トレンチA
非凍結部近傍

⑥
#2海水配管トレンチC
非凍結部近傍

⑨
#4海水配管トレンチ
非凍結部近傍
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１F降雨 Gi-16(H25J⑦） Go-17
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③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
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#4海水配管トレンチ
非凍結部近傍

#2海水配管トレンチC
非凍結部近傍

#2海水配管トレンチA
非凍結部近傍

#1海水配管トレンチ
非凍結部近傍
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１F降雨 Go-9 Go-10

⑪

⑪

#1海水配管トレンチ
への地下水流入(4/11~)
に伴いGi-21,Go-16低下

Gi-21,Go-16低下に伴い
水頭差拡大(Gi-21の
低下がより大きい)

#1海水配管トレンチ
溜り水移送停止(6/12~)
に伴いGi-21上昇※

Gi-21上昇に伴い
水頭差縮小

#1海水配管トレンチ
への地下水流入(4/11~)
に伴いGi-20,Go-15低下

Gi-20,Go-15低下に伴い
水頭差拡大(Go-15の
低下がより大きい)

#1海水配管トレンチ
溜り水移送停止(6/12~)
に伴いGi-20,Go-15上昇※

Gi-20,Go-15上昇に伴い
水頭差縮小(Go-15の
上昇がより大きい)

#1海水配管トレンチ
への地下水流入(4/11~)
に伴いGi-1,Go-1低下

Gi-1,Go-1低下に伴い
水頭差拡大(Gi-1の
低下がより大きい)

※ 4/30~#1海水配管トレンチ溜り水を移送していたが，6/9に立坑のかさ上げが終了したことから，6/12より移送を停止。
溜り水移送を停止したことにより，溜り水水位，互層部水頭ともに上昇傾向を示した。

SD59停止(6/29~7/8)
に伴いGi-16上昇

Gi-16上昇に伴い
水頭差拡大

SD56停止(6/29~7/8)
に伴いGi-15上昇

Gi-15上昇に伴い
水頭差拡大

3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始 3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始 3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始 3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始 3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始

3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始 3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始 3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始 3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始 3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始

3/31フェーズ1開始 6/6フェーズ2開始

水頭差グラフ

（下段）の凡例

4/1-4/20
4/21-5/10
5/11-5/31
6/1-6/30
7/1-7/31
8/1-
平均値
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